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学 位 論 文 要 旨 

 

山陰弥生人の頭蓋と歯の形態学的研究 

 

 山陰弥生人は北部九州弥生人や山口弥生人と同様、渡来系弥生人の範疇に属するとされ

ている。頭蓋と歯の計測値をもとに北部九州弥生人と山口弥生人がどの程度まで判別可能

か、山陰弥生人の集団がこれまで報告されているどのような集団に近いかを検討した。 

 

方 法 

 研究には鳥取弥生人として青谷上寺地遺跡出土の男性頭蓋を用いた。北部九州弥生人、

山口弥生人、島根弥生人については九州大学所蔵人骨資料データを用いた。 

 統計解析にあたって頭蓋は Martin の計測項目のうち頭蓋計測主要 9項目（頭蓋最大長；

Martin No.1、頭蓋最大幅；Martin No.8、バジオン・ブレグマ高；Martin No.17、頬骨弓

幅；Martin No.45、上顔高；Martin No.48、眼窩幅；Martin No.51、眼窩高；Martin No.52、

鼻幅；Martin No.54、鼻高；Martin No.55）を用いた。歯冠については、集団差の検討は

歯冠計測 22 項目（上顎は中切歯近遠心径、側切歯近遠心径、犬歯近遠心径、第一小臼歯近

遠心径と頬舌径、第二小臼歯近遠心径と頬舌径、第一大臼歯近遠心径と頬舌径、第二大臼

歯近遠心径と頬舌径、下顎は中切歯近遠心径、側切歯近遠心径、犬歯近遠心径、第一小臼

歯近遠心径と頬舌径、第二小臼歯近遠心径と頬舌径、第一大臼歯近遠心径と頬舌径、第二

大臼歯近遠心径と頬舌径）、判別関数の算出は歯冠計測 6項目（上顎は側切歯近遠心径、犬

歯近遠心径、第一小臼歯近遠心径と頬舌径、下顎は第一大臼歯近遠心径と頬舌径）を用い

た。 

 頭蓋と歯冠の計測値より北部九州弥生人と山口弥生人を判別する判別関数を算出し、北

部九州弥生人が山口弥生人とどの程度まで判別可能なのかを検討するとともに、山陰弥生

人が、北部九州系弥生人と山口弥生人のいずれに近い形質を有しているのかを検討した。

さらに、頭蓋と歯冠の計測値をもとに偏差折線を作成し、山陰弥生人の集団がこれまで報

告されているどのような集団に近いのかを検討した。また、山陰弥生人の歯冠計測値を判

別関数を用いて、縄文人の形質を引き継いだ土着系弥生人と渡来人との混血が進んだ渡来

系弥生人のいずれの系に近いかを検討した。 
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結 果 

 頭蓋計測主要9項目より算出した判別関数は、北部九州弥生人と山口弥生人を80.3％の正

答率で判別し、北部九州弥生人と山口弥生人の間に有意差を認めた。 

 頭蓋計測主要9項目の値を用いた北部九州弥生人と山口弥生人の判別関数を山陰弥生人

11頭蓋に適用したところ、10頭蓋が山口弥生人に判別された。歯冠計測値を用いて、山陰

弥生人が北部九州弥生人と山口弥生人のいずれに近いかを判別したところ、山陰弥生人の

すべてが山口弥生人に判別された。 

 歯冠計測値を用いて、土着系弥生人と渡来系弥生人とに判別したところ、鳥取弥生人の

全てが渡来系弥生人に判別され、島根弥生人の約1/3が土着系弥生人に判別された。 

 

考 察 

 頭蓋計測主要9項目の偏差折線において鳥取弥生人は弥生人の集団内では山口弥生人お

よび島根弥生人に近い傾向を示した。また、弥生人の集団に縄文人の集団である岡山縄文

人を加えてみると、鳥取弥生人の頭蓋最大幅、バジオン・ブレグマ高、頬骨弓幅、上顔高、

眼窩幅、眼窩高を結ぶ偏差折線の形状は、山口弥生人、島根弥生人より岡山縄文人に近い

傾向を示した。 

 歯冠計測値の偏差折線において、山陰弥生人は大部分の歯種で九州縄文人を上回り、山

口弥生人に近い形質を持つ集団であることが示唆された。 

 山陰弥生人は頭蓋計測主要 9項目を用いた北部九州弥生人と山口弥生人の判別において、

山口弥生人に近い形質を持つ集団であることが示唆された。 

 歯牙についても北部九州弥生人と山口弥生人の間に形質の差を認めた。 

 歯冠計測値を用いた渡来系弥生人と土着系弥生人の判別で、鳥取弥生人はすべてが渡来

系弥生人に判別された。一方、島根弥生人は土着系弥生人と判別されるものも認められた。

島根弥生人に土着系弥生人がみられたことは、鳥取弥生人ほど渡来人との混血が進まなか

ったことによると思われた。 

 

結 論 

 山陰弥生人である鳥取弥生人と島根弥生人は、ともに山口弥生人に近い形質を持つ弥生

人の集団に属するが、鳥取弥生人は渡来系弥生人の特徴を示すものが多いのに対し、島根

弥生人は土着系弥生人の特徴を有するものがいた集団であることが示唆された。 

 


